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論文諏 査 委員 教 授 山 本 常 信 教 授 雑 賀 亜 幌 教 授 小 泉 直 -
論 文 内 容 の 要 旨
主論文は vanderWaals引力に関する相加性の仮定を理論的に論じたものである｡ この目的のために
申請者は二つの graphite塊の問に働 く力を詳細に研究し, 巨視的物体間に働く力では相加性の仮定が著
しく破れていることを見出した｡
E･M･Lifshitzによれば, 巨視的なスケールの二つの物体問に働くVanderWaals力は, もし誘電率の
虚数部分が全波長領域で知られているならば, 計算することができる｡ この方法は, 物体を連続的な誘電
体と見ること以外は近似を含まないで, Maxwell方程式と統計力学から電磁場のゆらぎを極めて一般的に
扱って物体問に働 くカを導くものである｡ 申請者は graphiteの場合には幸い誘電率のデータが Taft及
び Philippの実験により完備していることに注目し, これに Lifshitzの理論を応用した｡ 100Å離れて
対立する半無限の塊の問に働く力を綿密な計算によって導き,4.76×104dyne/cm2という結果を得たので
ある. 一方相加性を仮定した場合の力を求めるために, 申請者は Crowell ら叱よって決定された二つの
炭素原子間に働 くカ (これは200,000気圧までの圧力範囲で観測された graphite結晶の層問距離をよく
再現する) を latticesum の方法に従って積算した｡ その結果は上述の Lifshitz理論から求めた値の
4･4倍にも達し, 明らかに相加性の仮定がよくないことを示している｡
この喰違いの原因を突止めるために申請者は続いて次の計算を行なった｡ 両方の graphite塊を無限に
薄い層に切断し, 一対の層問の力を, 残りの層の存在を無視して, Lifshitz理論から求め, これをすべて
の対について加えた｡ その結果は正確な値の3｣0倍であった｡ このことから, 相加性の仮定が破れた主た
る原因は, 力が中間の誘電体によって shieldされることを無視した結果であることが明らかにされた｡












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
二つの系の問に働 くvanderWaals力を考える場合, 通常系を構成する要素 (原子, 原子団またはイ
オン) に分けて, 一対の要素毎に働く力を積算して全体の力を求める方法がとられる｡ これは相加性の仮
定と呼ばれ, この仮定のもとに処理された問題は極めて多い｡ 一方, いかなる場合にこの仮定が破れるか
という問題も研究されており, 二つの場合が知られている｡ 第- は分子同志が非常に接近した場合であっ
て, 通常の二体力の外に多体的な反発力の現われることが知られている｡ 第二の場合は反対に十分離れた
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